SDB法を用いた非小細胞肺癌の術中リンパ節転移診断についての研究 by 朝重 耕一
 
 
朝重 耕一 論文内容の要旨 
 
 
主  論  文 
 






宮﨑拓郎、林 德眞吉、木下直江、七島篤志、永安 武 
 




（主任指導教員：永安 武 教授） 
 








を有し、簡便な方法の開発が望まれてきた。その一つとして Cytokeratin 19 の mRNA









【対象】2011 年 4 月から 2013 年 6 月に長崎大学腫瘍外科で手術を施行した非小細胞
肺癌症例 261 例中、患者同意の得られた 50 例（肺葉切除 49 例、リンパ節サンプリン










結   果 
・ 19 個の病理学的転移陽性リンパ節のうち、SDB 法では 18 個を転移陽性、術中迅速
診断では 16 個を転移陽性と判断した。 
・ 128 個の病理学的転移陰性リンパ節のうち、SDB 法では 125 個を転移陰性、術中迅
速診断では 131 個を転移陰性と判断した。 
・ SDB 法の感度、特異度、一致率はそれぞれ 94.7%、97.7%、97.3%で、術中迅速診断
の感度、特異度、一致率はそれぞれ 84.3%、100%、98%であった。 
・ SDB 法で偽陽性を示した 3例は全て肺胞上皮組織の混入を認め、肺胞上皮由来のサ
イトケラチンにより陽性を示したことがわかった。また、術中迅速診断で偽陰性
を示した 3例については、SDB 法では転移陽性と判断された。 
 
考   察 
 SDB 法は、これまで乳癌センチネルリンパ節の術中転移診断に対し高い診断率が報
告されていたが、今回、非小細胞肺癌のリンパ節転移診断においても同様に高い診断
率を得る事が証明できた。 
 SDB 法は特別な機器や技術は必要がなく、導入コストやランニングコストも安価で
ある。また、診断に要する時間も術中迅速病理と大差がなく、OSNA 法のように組織を
破壊する事無く診断ができるため、同一検体を用いて病理組織検査も可能である。 
 肺癌以外の癌腫の手術においても、リンパ節転移の有無で術式やリンパ節廓清の範
囲が変更となるものがあり、その場合は術中迅速診断が必須である。今回の結果より、
肺癌以外の上皮性腫瘍におけるリンパ節転移診断への応用も可能と考えられ、熟練し
た病理医が不足している地域や施設での病理診断を代替できる可能性が示唆された。 
 
 
 
